
明
治
初
期
に
お
け
る
藩
札
整
理
政
策
の
展
開
過
程

聖子

日

次
は
じ
め
に

の
落
札
整
理
政
筑

の
藩
札
整
理
政
策

一四

む
す
び
に
か
え
て

は

じ

め

に

明
治
問
出
家
の
確
立
に
お
い
て
貨
幣
制
度
の
整
備
は
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
に
流
通
し
て
い
た
金
銀
貨
、
銭
賞
、

収
し
、
政
府
が
発
仔
す
る
通
貨
が
価
鏑
基
準
と
な
り
、
流
通
手
投
及
び
支
払
手
段
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
統
一
悶
家
の
形
成
で
は
欠

か
せ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
租
税
制
度
の
改
革
も
、
統
一
的
通
貨
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
な
い
と
容
易
に
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
八
六
八
年
五
月
に
太
政
官
札
が
発
行
さ
れ
た
が
、
」
れ
は
運
賃
制
度
の
統
一
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
財
政
捕
墳
の
側
面
が

強

か

っ

た

。

こ

れ

に

対

し

て

、

一

八

七

一

的

遇

詩

体

制

の

形

成

上

で

は

大

き

あ

っ

た

。

政

権

の
新
貨
条
例
は
統
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を
決
定
づ
け
、
統

的
政
権
と
し
て
の
存
在
を
措
定
さ
す
政
策
の
展
開
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ま
た
、

に
流
通
し
て
い

92 

川
山
収
ず
る
こ
と
を
必
要
と
し
た
が

こ
の
中
で
と
り
わ
け
た
大
き
な
課
題
が
藩
札
の
間
収
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
落
札
は
幕
府
に
よ

る
間
々
な
制
約
を
受
け
な
が
、
り
も
、

が
通
行
一
体
制
の
混
乱
に
拍
車
を
か
け
、

に
は
数
多
く
発
行
さ
れ
て
い
た
が
、
戊
反
戦
争
期
に

に
発
行
度
が
高
ま
っ
た
。
こ
れ

は
対
処
す
べ

ま
た
漣
札
の
価
値
下
落
が
人
々
の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
句
、
ぇ
、
政
府
に
と
っ
て

な
課
題
で
あ
っ
た
。

む

で
は
政
府
の
藩
札
整
際
政
策
に
つ
い

の
検
討
を
し
て
み
よ
う
。
こ
の
場
合
、

民
一
本
的
に
は
法
令
の
展
開
分
析
と
い
う
こ
と
か

ょ
う
。
そ
れ
は
政
策
の
集
約
的
な
現
わ
れ
が
法
令
に
お
い
て
な
さ
れ
る
と
見

の
考
察
が
あ
る
が
、
解
明
す
べ
き
問
題
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。

倣
す
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
明
治
初
年
の
藩
札
整
理
に
つ
い
て

(

1

)

H

日
本
戊
「
明
治
初
年
に
お
け
る
山
務
札

ω川
門
以
と
そ
の
対
策
!
備
後
一
悩
山
務
の
「
報
関
両
日
航
叫
ん
口
社
」
を
小
心
に

i
」
(
…
役
会
経
済
史
学

M
m

ぬ}
a

川
ヅ
)
、
山
本
有
巡
「
ぷ
州
・
円
切
M
M
M

切
に
お
け
る
通
認
と
記
桜

i
大
絞
・
山
口
勘
定
制
収
お
よ
び
倣
後
山
間
中
、
延
一
段
然
勘
定
阪
の
事
例
に
却
し
て

i
」

(
ソ
人
文
川
γ
鋭い
i

ハ一川勺)。

躍
藩
龍
県
前
の
藩
札
整
理
政
策

戊
以
戦
争
に
よ
っ
て
政
曜
の

け
を
し
た
維
新
政
権
は
、
全
国
的
権
力
十
こ
し
て
確
立
す
る
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策

'r}aJ
つ
、
二
μ
、

f
4
4
8

ナ
J

J
ノ

そ
の
中
に
貨
幣
制
度
の
改
正
が
あ
っ
た
。
賀
幣
制
度
を
」
折
、
り
し
く
て
、

コーし
i'

ニ

u
v
j
r付
1
マt
'

が
、
貨
幣
制
度
と
し
て
は

間
八
郎
(
由
利
公
正
)
が
行
っ
た
太
政
官
札
発
行
の
政
策
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
福
井
藩
で
行
っ
た
康
物
会

所
五
式
を
全
問
的
な
焼
模
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
り
、

治
元
年
)
間
四
月
十
九
日
に

ト

しの

Z主
政的
官樫
札訟
を姦

コ識
口;平し
ノ間
引企
起;自
候τ7
様ニ長

で
の
政
策
で
な
か
っ
た
。

九
六
八
年
(
明

に
つ
き

万
一
向
を
代
以
付
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、

ヲ
以
産
物
等
精
々

の
活
用
が
強



へ
の
貸
付
け
は
、
発
行
総
額
四
八

O
O万
円
の
う
ち
九
六

O
万
円
で
、
二

O
%が
諸
溶
質
付

諸
藩
の
殖
産
興
業
的
資
金
と
し
て
も
十
分
に
運
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
太
政
官
札
は

不
換
紙
幣
で
あ
っ
た
た
め
円
滑
に
流
通
し
な
か
っ
た
。
こ
の
た
吟
向
年
十
二
月
四
日
に
は
「
時
之
相
場
ヲ
以
適
用
可
致
」
と
時
鏑
流
通

を
認
め

5
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
一
八
六
九
年
二
月
三
日
に
布
告
さ
れ
、
金
札
で
の
諸
上
納
に
際
し
て
は
正
金
一

O
O両
に
対
し

て
一
二

O
両
の
割
で
上
納
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
こ
れ
は
太
政
官
札
の

O
%髄
値
下
落
を
維
新
政
府
が
認
め
た
こ
と
に
な
り
、
そ
こ

に
太
政
官
札
の
流
通
が
円
滑
で
な
か
っ
た
こ
と
が
現
わ
れ
て
い
た
。
二
月
十
日
に
は
「
大
方
ニ
テ
流
通
致
兼
候
儀
有
之
裁
一
一
相
鴎
」

四
月
八
日
に
も
「
近
来
金
札
格
外
下
落
人
民
窮
迫
一
一
立
到

く
目
論
ま
れ
て
い
た
。
太
政
官
札

げ
で
あ
っ
た
。
発
行
総
額
か
、
り
す
れ
ば

I~lih初期における総本し慾JIHl&í:交の泌 IHJi断Il~

と

行

政

官

れ

て

い

る

こ

と

も

そ

れ

は

出

て

い

た

。

候
儀
」
と
政
府
自
体
が
指
摘
す
る
状
況
に
あ
っ
た
。

太
政
官
札
は
ま
た
品
質
が
惑
か
っ
た
た
め
に
腕
造
紙
幣
が
多
く
造
ら
れ
、
こ
れ
が
ま
た
貨
幣
流
通
を
乱
だ
す
要
閣
と
な
っ
た
。
太
政

官
札
の
流
通
の
悪
さ
や
腕
造
の
紙
幣
と
鋳
貨
の
流
通
は
外
交
問
題
に
な
り
、

イ
ギ
リ
ス
公
使
パ

l
ク
ス
な
ど
か
ら
蔽
重
な
抗
議
が
な
さ

一
言
五
十
万
両
之
外
御
振
出
断
然
被
差
止
製
造
機
械
焼
棄
被
仰
付
候
」
と
太
政
官
札
の

増
発
停
止
と
製
造
機
械
の
焼
捨
が
布
達
さ
れ
、
「
当
冬
ヨ
リ
新
貨
幣
鋳
造
来
申
年
迄
之
間
引
替
可
被
下
候
」
と
新
貨
と
の
交
換
を
打
ち
出

し
、
交
換
で
き
な
か
っ
た
太
政
官
札
に
つ
い
て
は

れ
て
い
た
。

十
八
日
に
は

か
丹
五
朱
の
利
患
を
つ
け
る
こ
と
と
し
、

こ
の
た
め
太
政
官
札
の
時
価
流
通
を
止

め
正
貨
と
川
内
価
健
で
流
通
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

柳川造

ω紙
幣
と
鋳
貨
の
横
行
は
外
交
問
題
と
な
り
、
陪
年
七
月
十
二
日
に
高
輪
広
接
所
で
イ
、
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、

ア
メ
リ
カ
、

イ

タ
リ
ャ
、

ロ
シ
ヤ
五
か
悶
の
公
使
と
償
資
処
分
間
題
で
会
談
が
行
わ
れ
、
七
月
十
九
日
に
は
外
悶
人
が
所
持
し
て
い
る
腕
貨
は

の
発
行
に
よ
る
太
政
官
札
の
引
き

引
き
換
え
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
政
官
は
国
際
問
題
化
し
た
通
貨
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
に
、

換
え
政
策
を
打
ち
出
し
た
が
、
通
貨
問
題
で
資
任
者
が
由
利
公
正
か

こ
の
間
に
お
い
て
も
太
政
官
札
の
流
通
促
進
政
策
は
と
ら
れ
、

こ、
A

コつ

:o

i
ヵ
t
一

-T

そ
れ
に
は
太
政
官
札
が

日
に
は
行
政
官
の
連
が
出
さ
れ
た
。
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円
、
世
に
流
通
し
て
い
な
い
こ
と
を
以
下
の
よ
う

べ
て
い
る
。

ヲ
一
二
都
府
ニ
オ
イ
テ
正
金
ト
引
換
綾
部
日
ナ
ラ
ス
」
と
太

{ロ)

ニ
不
過
」

94 

政
官
札
が

せ
や
す

「
金
札

ヒ
正
金
ト
引
換
持
去
自
ラ

ら

れ

、

「

金

札

適

用

ヲ

拒

候

処

ヨ

リ

其

適

用

ス

ル

ど

一

川
之
正
人
敢
闘
方
一
一
散
シ
金
札
間
己
ニ
相
成
遂
日
物
価
沸
騰
ニ
及
ヒ

ど
は
太
政
官
札
の
み
と
な
り
、
錨
館
下
落
に
よ
っ

に
し
か
流
通

と
正
貨
が
太
政

官
札
と
の
引
き
換
え
に
よ
っ
て

れ

て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
政
策
と
し
て
「

会
之
人
民
ニ
引
替
渡
候
外
無
之
」
と
太
政
官
札
と
府
器
開
燃
の
石
高
に
応
じ
て

に
流
通
し
物
価
も
安
定
す
る
と
し
て
、
高

時
都
会
ニ

/レ

シ

ヲ
N
M

と
れ
ば
、

地
方
で

に
つ
き
太
政
官
札

五

O
O拘
を
掛
り
渡
す
政
策
を
打

ち
出
し
て
い
る
。

太
政
官
札
の
流
通
策
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

へ
の
都
り
渡
し
政
策
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
行
政
的
措
置

の
円
滑
な
流
通
が
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
太
政
官
札
は
十
問
、

で

二問、

一分、

の

で
あ
っ

'時、、
A

ナ
人
品
川
M

分

の
小
額
紙
幣
は
少
な
く
、

一
両
以
上
の
高
炉
/
な
も
の
が
多
か
っ

こ
の
た
め
小
額
取
出
で
支
障
を
生
じ
て
い
る

と
し
て
、
同
年
九
月
十
七
日
に

に
お
い
て

歩

歩

米

の
小
額
紙
幣
を
発
行
す

維
新
政
府
は
発
行
す

の
臨
内
流
通
を
促
進
さ
す
政
策
を
と
っ
た
が
、

の
許
可
を
え
て
発
行
し

札
に
つ
い
て
は
「
以
来
通
用
停
止
被
仰
恥

F
と
流
通
を
禁
止
す

よ
う
に
な
っ
た
。
議
札
の
流
還
を
制
限
し
、
そ
れ
で
も
っ
て
太
政
官
札
の
流
通
促
進
を
意
図
し
た
。

「
以
来
其
数
ヲ
増
益
致
シ

に
つ
い
て
厳
し
い
政
策
を
出
し

?こ

維
新
以
後
発
行
し

と
っ
た
。
縦
新
政
府
は
こ
こ
に
お
い

シ
」
ツ
ハ
V

の
流
通
を
制
限
す
る
こ
と
は
、

の
出

る
こ
と

れ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。

と
返
納
を

て
い
る
。
向
年
十
二
月

日
に
は

ヅハ
U

W

」
ト
」

?こ

一
八
七
一
作
四
月
四
日
に

の
地
紙
、
機
械
な
ど
の
封
印
を
命
じ
、



ま
Tこ

ノ、

ノ¥

ン

ア

。
円
、

ず
〆
る
た
め
の
政
策
が

3
し
?
司

O

ふ
A
ナ
ム

と
り
、
ま
た

一O
円、

こ
と
に
し
た
。
ま
た

の
新
し
い

る
よ
う
に
し
た
が
、

鹿
藩
置
県
後
の

政
策

明治初期における討し綴淑政策の俊治j泌総

門
、
い
い

ノ
♂

E'J 

も
向
く
な
か
っ
た
の
で

れ
て
い
た
が
、

こ
れ
ま

方
し
て
い
な
か
っ
た
。

た
が
、
こ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

お十銭、

と
る

に
あ
た
る
と
し
た
。

ょ
っ
と
、
世
庁
文
好

l

l

d

d

ね
刷
え
乃
寸
』
仔
川

の
基
軸
と
な
っ
た
。

の
商
に
お
い
て
も
岡
期
を
な
し
た
。

つナ
k

J

h

、。

叩

i

J

さ
れ
た
こ
と
が
、

し
め
た
。
ま
た
、

な
っ
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

れ

、w
d
v

、A

、

ナ
ム
品
川
ω

~T 

官
札
、
民
部
省
札
、

収
策
は
、

の
間
収
宇
佐
急
務
と
し
た
。
と
り
わ

に
よ
っ
て
行
う
こ
と
に
し

の
方
法
に
つ
い
て

1if1J 

に
流
通
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
た
。

そ
れ
は
こ
れ
ま
で

れ
た
太
政

相
場
如
何
に
よ
っ

の
間
収
は
通
資
統

る
か
ら
で
、

J¥ 
日七

基
軸
的
な
問
題
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
八
か
条
に

ノ

ヲ
以
ア

追
ア
倒l
引ぶ
替も
可の
相ぉで
成ピあ
一一 ぐ〉

とた
七が
月

Vfl 
日
の

95 



相
場
で
あ
る
こ
と
、
相
場
決
定
の
様
式
、
決
定
相
場
の
管
内
布
達
、
務
札
引
換
準
備
金
現
高
の
報
告
な
ど
に
つ
い
て
規
程
し
て
い
た
。

こ
の
大
蔵
省
の
遣
に
よ
っ
て
引
き
換
え
相
場
決
定
の
方
式
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。
大
蔵
省
は
更
に
寵
札
整
理
を
す
す
め
る
た
め
に
、

八
月
十
八
日
に
は
「
是
認
右
紙
幣
製
造
ノ
器
械
並
ニ
選
地
紙
ノ
が
ト
モ
悉
皆
取
集
当
十
月
中
迄
ニ
大
蔵
省
へ
可
差
出
」
と
藩
札
製
造
の

器
械
と
地
紙
の
提
出
を
命
じ
た
。
薄
札
は
新
設
と
引
き
換
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
政
策
を
…
説
付
け
た
の
が
前
年
の
新
貨
条
例
に

基
づ
く
貨
幣
発
行
で
あ
っ
た
。
太
政
官
札
と
異
な
っ
て
新
貨
は
金
本
位
制
を
と
り
、
党
換
制
で
あ
っ
た
の
で
、
信
用
度
が
高
い
と
見
込

ま
れ
て
い
た
。
九
月
十
九
日
に
は
「
聞
紙
雛
形
ノ
通
相
場
準
備
金
ハ
勿
論
御
引
換
可
相
成
紙
幣
高
内
訳
共
早
々
取
調
当
十
月
十
五
日
迄

と
指
示
し
た
。
雛
型
に
お
い
て
は
、
維
新
以
前
と
以
後
に
藩
札
を
分
け
、
藩
札
の
種
鎖
ご
と
に
発
行
統
計
、
引
換
済
額
、

よ
う
に
し
て
い
る
。
金
札
、
銀
札
、
銭
札
、
米
札
、
永
銭
札
に
つ
い

金
札
、
銭
札
な
ど
内
訳
に
つ
い
て
届
け
出
る
こ

96 

」
と
の
発
行
額
、
七
月
十
四

て
雛
型
一
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
準
備
金
に
つ
い
て
も
、

そ
の
金
額
、
準
備
金
の

と
を
指
示
し
て
い
る
。
大
蔵
省
は
こ
れ
に
よ
っ
て
藩
札
の
実
態
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

大
蔵
省
は
十
一
月
八
日
に
雛
製

ま
た
平
均
相
場
の
設
定
に
お
い
て
は

{

仙

却

}

地
人
民
取
引
ノ
相
場
ニ
ケ
所
以
上
ノ
分
ハ
平
均
致
シ
」
と
平
均
制
作
場
の
設
定
に
つ
い

は
、
官
側
が
勝
手
に
相
場
を
定
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
へ
の
対
応
措
置
で
あ
る
。

十
二
月
に
は
銀
札
が
流
通
し
て
い
た
場
所
で
の
七
月
十
四
日
の
銭
相
場
の
報
告
を
命
じ
て
し
る
。

い
た
報
告
の
濯
延
し
て
い
る
所
も
あ
る
と
し
て
、

に
履
け
出
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。

ヲ
噌
ヒ
英
外
県
庁
拾
テ
勝
手
ノ
相
場
立
申
出
候
向
モ

と
し
て

て
い
る
。
こ
れ
は
府
県
に
よ
っ
て

一
両
に
銭
何
程
と
銭
相
場
を
金

一
阿
と
の
価
値
で
把
握
す
る
こ
と
が
聞
論
ま
れ
て
い
る
。
銭
が
庶
民
の
間
で
基
軸
通
貨
と
し
て
流
通
し
て
い
た
こ
と
に
感
じ
た
も
の
で

あ
っ
た
。

銭
が
一
分 月
十
九
日
に
は
新
貨
と
太
政
官
札
・
銅
銭
と
の
価
値
比
家
を
定
め
た
。

は
一
朱
と
定
め
、

一
円
が
太
政
官
札

五

O
銭
が
二
分

五

銭
半
は
二
米
、
六
銭
二

O
枚
が
銭
八
鹿

一
O
枚
が
銭

に
担
当



す
る
な
ど
と
交
換
比
価
を
定
め
回
収
基
準
を
明
確
に
し
た
。

落
で
は
小
額
取
引
の
た
め
に
、
銭
札
を
発
行
し
て
い
た
所
も
あ
っ
た
。
こ
の
銭
札
の
回
覗
は
早
急
に
は
行
え
な
い
の
で
、

十
日
に
「
当
分
ノ
内
其
県
々
管
内
限
リ
七
月
十
四
司
ノ
相
場
ヲ
N
M
テ
今
般
布
告
ノ
銅
賞
価
値
一
一
比
較
シ
」
し
て
通
用
さ
す
よ
う
に
し
た
。

(

明

山

)

十
二
月
二
十
七
日
に
は
新
貨
条
例
に
基
づ
く
新
紙
幣
の
発
行
が
布
達
さ
れ
た
。
一
円
、
五

O
銭
、
一
一

O
銭
、
一

O
銭
の
四
種
を
羽
立
年
二

月
十
五
日
か
ら
発
行
す
る
旨
の
布
逮
で
あ
っ
た
。
新
貨
条
例
に
よ
る
紙
幣
発
行
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
一
八
七
一
一
年
一
一
月
十

五
日
ま
で
は
、
藩
札
、
太
政
官
札
、
畏
部
省
札
、
各
種
銅
貨
な
ど
が
流
通
し
、
幣
制
の
面
で
は
統
一
段
階
に
主
ら
な
い
で
い
た
。
こ
の

布
達
と
共
に
発
行
さ
れ
る
新
紙
幣
が
渡
さ
れ
た
。
新
紙
幣
は
一
心
銭
以
上
の
額
で
あ
っ
た
の
で
、
小
額
敢
引
に
は
適
応
し
が
た
い
匝
が

ニ
当
ル
分
ノ
ミ
致
引
換
」
と
五
銭
以

丹

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

十
五
日
に
太
政
官
布
達
と
し
て

一
八
七

明治初期における詰寺本し撚辺政策の波間過穏

そ
れ
以
下
の
も
の
に
つ
い
て
は
「
小
札
当
分
通
用
」
さ
せ
る
と
し
、
そ
の
た
め
に
大
競
省
が
価

そ
れ
を
「
紙
幣
ニ
致
押
印
適
用
可
為
」
と
し
た
。
藩
札
が
五
銭
以
下
に
相
当
す
る
小
額
紙
幣
に
つ
い
て
は
、
新

貨
額
を
紙
幣
に
押
印
し
て
流
通
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
し
た
。
一
一
月
十
五
日
に
発
行
さ
れ
る
新
紙
幣
が
一

O
銭
以
上
な
の
で
、
小
額
敢

引
に
は
な
じ
ま
な
い
か
ら
、
旧
来
の
器
札
を
活
用
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
議
札
が
庶
民
の
間
に
流
通
し
て
い

上
に
当
た
る
藩
札
の
み
を
山
引
き
換
え
、

格
比
較
の
印
を
渡
し
、

態
へ
の
対
応
で
も
あ
っ
た
。

一
日
に
、
大
蔵
省
は
租
税
上
納
に
際
し
て
旧
藩
札
で
の
上
納
を
認
め
、

そ
れ
に
よ
っ
て
藩
札
を

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
よ
り
先
の
ニ

回

収

す

る

政

策

を

と

っ

た

。

へ

検

査

」

と

藩

札

で

の

担

税

上

納

を

認

め

、

府

県

か

ら

政

府

へ

の

上

納

に

捺

し

て

は

ノ

相

場

」

る
こ
と
を
命
じ
た
。
上
納
金
額
だ
け
で
な
く
、
金
札
、
銀
札
、
銭
札
な
ど
種
類
ご
と
に
金
額
と
枚
数
を
明
記
さ
せ
た
。
組
税
を
通
じ
て

の
藩
札
医
収
政
策
は
、
藩
札
の
流
通
度
が
高
か
っ
た
落
ほ
ど
効
果
を
も
た
ら
し
た
と
み
ら
れ
る
。

(
お
}

六
月
九
日
に
新
貨
と
藩
札
の
比
価
に
つ
い
て
、
」
と
の
比
価
を
公
表
し
た
。
「
新
貨
幣
・
旧
藩
製
造
機
幣
価
格
比
較
表
」

ノ
紙
幣
ヲ
以
穏
税
上
納
ノ
向
ハ
松
地
方
宮
口
県
立
会
従
来
落
札
取
扱
ノ

遂
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ゆ
」
十
J
日
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一l

p
k
l
t

…
3
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の
比
側
が
出
て
い
る
が
、

た
も
の
で
な
い
け
れ
ど
、

ほ
ぽ
こ
れ
に
よ
っ

の
各

98 

で

の

落

札

価

位

ど

そ

除

け

ば

銭

札

の

み

の

発

行

四

八

、

銀

札

の

み

四

金
札
の
み
七
、
金
札
と
銭
札
併
用
の
も
の
八
で
あ
る
。
藩
札
が
銭
札
と
し
て
発
行
さ
れ
た
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
「
銭
札
並
従
前

(

仙

川

)

銀
札
ノ
分
戊
一
段
八
月
中
銀
通
用
停
止
ノ
後
銭
札
一
一
改
造
亦
ハ
銀
札
ノ
儲
銭
札
一
一
代
用
致
毘
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
銀
札
を
銭

札
に
変
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
も
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
銀
札
の
み
が
四
一
一
一
で
あ
る
の
は
、

、
受
l
し
・
必

χ
l
u千

r自
〕
泊
、
ノ

剣
山
ふ

f
.
〈
置
ふ

f
t
t
F
6
4
t
d

に
発
行
さ
れ
て
い
た
こ
と

る
。
銭
札
併
用
を
九
日
め
る
と
七

O
近
く
に
な
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、

銭
を
単
位
と
し

L

:
才、ノ
f

才
ナ
J
4
6
・刀

で
あ
っ
た
と
み
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、

ひ
一
九
七

〈

一

/

ザ

年
六
月
九
日
の
布
達
に
よ
っ
て
、

の
比
怖
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
各
府
間
引
で
は

こ
れ
に

し、

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

藩
知
期
に
お
い
て
は

〕ノ

3
A
文
eL

u
f
f
透
耳
了
一

の
た
め
に

T

一7
J
L
P
L
3
:
f
、

A
u
f
-
才
、
才
》
し
ゃ
/
カ

こ
の
返
納
に
つ
い
て
は

必
ず
し
も
年
期
合
明
確
に
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
り

に
つ
い
て
も
不
明
な
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。

に
よ

必
要
に
な
っ
て
き
た
。

ハ
髄
格
比
較
表
ノ

ょ，

ニ
拝
借
ノ
上
犬
々

々
年
賦
ヲ
縮
鑓
成
引
宛
取
之
護
波
年
々
十

月
限
上

と
一
日
一
上
納
さ
せ
、
再
捜
拝
借
と
い
う
形
式
を
と
り
、
抵
当
を
と
っ
て
、
返
済
年
賦
も
縮
小
す
る
よ
う
に
と
指
示
し
て
い
る
。

(
れ
と

し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
一
日
に
は
「
右
取
調
方
先
ヲ
見
合
可
申
候
」

せ

と
な
っ
た
。

た
も
の
も
多
い
が
、
こ
の
準
備
金
に
つ
い
て
は
、

J¥ 
日じ

月
二
十
九
自
に
現
金
の
分
の

上
納
を
命
じ
て
い
た
が
、

八
月
八
自
に
も

ヲ
以
備
霞
候
分
栴
納
候
向
ハ
正
金
金
札
同
様
東
京
ハ
拘
替
町
為
換
産
大

!坂

井
組
為
換
方
ノ
内
へ

'̂ 

と
準
備
金
の
う
ち
、
務
札
を
準
備
金
と
し



そ
れ
を
上
納
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
こ
の
間
で
も
器
札
の
剖
収
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
向
八
月
八
日
に

枚
ず
つ
種
別
加
ご
と
に
主
急
上
納
す
る
よ
う
に
と
指
示
し
て
い
る
。

十
八
日
に
は
藩
札
の
新
貨
と
の
交
換
及
び
五
銭
未
満
の
小
額
藩
札
の
押
印
に
つ
い
て
の
手
踊
規
程
を
布
達
し
た
。
「
官
藩
椿
幣

交

換

並

五

銭

未

満

小

札

押

印

手

繍

」

が

そ

う

で

あ

り

、

こ

れ

は

全

一

条

で

は

「

差

向

五

銭

以

上

各

種

ノ

橋

て
い
た
も
の
は
、

は
藩
札
を

八
月
一

一

に
及
ん
で
い
る
。

明治初期における落札整理政策の後間過絞

幣
開
巳
新
紙
幣
ヲ
以
テ
交
換
致
ス
可
キ
者
ナ
レ
共
宜
銭
以
下
ノ
格
幣
多
ク
或
ハ
五
銭
以
下
ノ
橋
幣
荷
己
ヲ
発
行
セ
ル
藩
藩
摺
々
コ
レ
ア

リ
」
と
五
銭
以
上
に
相
当
す
る
議
札
の
交
換
で
は
あ
る
が
、
五
銭
以
下
の
藩
札
発
行
額
が
多
い
か
、
五
銭
以
下
の
み
の
藩
札
発
行
の
藩

も
あ
る
の
で
、
こ
の
場
合
は
「
其
発
行
合
金
高
ノ
一
二
分
ヲ
存
シ
置
キ
他
ハ
悉
皆
交
換
ニ
前
ス
可
キ
ナ
リ
」
と
七

O
%
の
掴
収
を
命
じ
て

い
る
。
第
三
条
で
は
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
、
一
か
所
ま
た
は
数
か
所
の
引
換
所
の
設
置
を
指
示
し
、
第
四
条
で
は
、
引
換
え
た
藩
札

の
上
納
に
際
し
で
は
、
金
高
、
種
類
、
枚
数
を
明
記
し
、
第
四
条
の
附
記
で
交
換
に
当
た
る
蔀
に
札
口
只
検
査
、
糊
封
な
ど
の
手
続
を
辺
国
間

有
ノ
者
」
に
請
負
わ
せ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
第
五
条
は
贋
札
の
処
置
に
つ
い
て
で
あ
り
、
発
見
次
第
断
裁
す
る
と
し
て
い
る
。
六

条
か
ら
九
条
は
五
銭
以
下
の
小
額
潜
札
に
関
す
る
も
の
で
、
一
一
腹
未
満
の
藩
札
は
悉
く
交
換
し
(
七
条
)
、
最
初
に
渡
し
た
引
換
金
で
五

銭
の
上
下
に
区
別
な
く
交
換
し
、
そ
の
中
で
五
銭
以
上
の
も
の
は
上
綿
、
五
銭
以
下
で
押
印
後
数
年
使
用
に
耐
え
る
も
の
に
押
印
し
(
八

条
て
こ
の
押
印
し
た
札
数
を
郡
村
の
大
小
な
ど
に
応
じ
て
割
付
け
、
日
を
定
め
て
未
押
印
の
小
札
と
交
換
し
、
こ
の
よ
う
な
作
業
を
反

復
し
て
小
札
の
押
印
を
終
了
す
る
こ
と
(
九
条
)
、
と
し
て
い
る
c

十
条
で
は
発
行
高
の
七
、
八
割
に
交
換
と
押
印
が
行
わ
れ
た
と
き

は
、
ほ
ぽ
一
一
一
か
月
後
に
葎
札
の
運
用
を
停
止
す
る
布
令
を
出
す
こ
と
、
と
し
て
い
る
。

交
換
押
印
手
績
が
布
達
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
謹
札
の
匝
収
方
式
な
ど
は
一
段
と
明
確
に
な
っ
た
。
九
月
一
一
一
日
に
は
「
壱
種
ニ
付
印
章

五
頼
宛
近
々
可
相
院
肌
色
と
押
叩
の
印
章
渡
し
が
通
達
さ
れ
、
間
年
九
月
十
日
に
は
租
税
寮
か
ら
府
県
に
対
し
て
、
租
税
上
納
金
の
う

ち
滞
札
で
の
上
納
は
組
税
寮
で
議
札
を
受
け
取
っ
て
い
た
が
「
自
今
後
上
納
金
問
様
地
方
官
ヨ
リ
車
二
銀
行
組
へ
棺
預
リ
右
仮
証
書
ヲ

以
上
納
取
一
計
候
」
と
銀
行
へ
預
け
、
そ
の
預
り
証
書
の
上
納
で
よ
い
と
さ
れ
た
。
銀
行
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
九
月
ニ
十
七

99 



自
に
は
落
札
へ
の
押
印
箇
所
と
し
て
「
文
字
鮮
明
棺
分
リ
候
笛
所
へ
捺
シ
」
と
指
定
さ
れ
、
押
印
手
離
も
更
に
明
暗
北
さ
れ
た
。

十
一
月
十
二
日
は
、
準
備
金
の
内
で
藩
札
を
準
備
金
と
し
た
分
の
上
納
が
遅
れ
て
い
る
と
し
て
、
早
々
の
よ
納
を
命
じ
て
い
る
。

一
八
七
一
二
年
一
月
十
五
日
に
「
租
税
其
地
諸
上
納
藩
札
之
分
ハ
当
省
ヨ
リ
官
員
派
出
請
取
検
査
之
上
地
方
蛤
テ
焼
捨
棺
成
候
」
と
藩

札
の
分
は
上
一
納
に
及
ば
ず
、
派
出
し
た
官
員
の
検
査
の
上
で
地
方
で
焼
き
捨
て
る
と
い
う
政
策
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
引
換
校
入

札
、
損
札
、
未
発
行
札
、
貸
付
上
り
札
、
準
備
札
は
「
官
員
派
出
迄
府
察
庁
へ
頚
リ
置
」
と
府
県
庁
に
官
員
が
派
遣
さ
れ
る
ま
で
預
り

置
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
「
租
税
其
他
諮
上
納
藩
札
之
分
ハ
組
税
出
納
寮
之
都
合
モ
有
之
儀
ニ
付
お
藩
札
一
一
限
リ
知
令
参
事
限
リ
証
書
ヲ

以
両
寮
納
ニ
相
立
可
申
候
」
と
租
税
な
ど
上
納
に
当
ら
れ
る
藩
札
は
、
預
り
証
書
を
租
税
寮
、
出
納
寮
へ
納
め
さ
す
よ
う
に
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
八
三
年
に
な
る
と
藩
札
は
発
行
現
地
で
焼
き
捨
て
る
政
策
に
な
っ
た
。
新
貨
と
交
換
さ
れ
た
藩
札
は
貨
幣
的
機

能
を
持
た
な
く
な
っ
た
の
で
現
地
焼
き
捨
て
処
分
と
な
っ
た
。

十
丸
銭
未
満
の
藩
札
は
押
印
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
一

(

U

M

)

 

場
所
井
始
業
卒
業
ノ
月
日
取
扱
人
ノ
人
名
」
を
雛
型

一
十
二
日
に
押
印
報
告
書
の
雛
型
を
通
達
し
た
。
「
押
印
椙
済
次
第
取
行
候

い
て
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
雛
形
で
は
藩
札
の
積
類
ご
と

に
枚
数
、

そ
の
新
貨
価
格
を
明
記
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
五
銭
未
満
の
藩
札
の
実
態
を
招
擢
し
よ
う
と
し
た
。

藩
札
交
換
に
お
い
て
は
、
交
換
基
金
と
な
る
新
貨
を
備
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
基
金
下
付
に
関
連
し
て
、
一
二
口

一
二
十
一
日
に
「
出
港
県
製
造
之
紙
幣
引
換
一
元
金
追
々
下
渡
候
ニ
付
テ
ハ
」
と
下
付
す
る
留
を
伝
え
、
交
換
手
繍
書
に
従
っ
て
交
換
し
、

そ
れ
が
諦
み
次
第
に
「
租
税
其
他
諸
上
納
椿
札
入
費
一
一
五
ル
克
二
藩
限
無
洩
別
紙
雛
形
之
通
精
細
取
調
」
と
租
税
額
な
ど
を
調
べ
「
交

換
取
符
鍛
場
所
始
業
卒
業
之
月
日
取
扱
人
等
ノ
報
告
書
相
添
早
々
可
届
出
」
と
交
換
場
所
、
期
間
、
取
扱
人
に
つ
い
て
の
報
告
審
を
添

え
て
提
出
す
る
よ
う
に
達
し
た
。
新
貨
が
藩
札
引
換
の
た
め
に
下
付
さ
れ
る
こ
と
は
、

の
社
会
的
信
用
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
た
こ

と
に
よ
る
。

藩
札
の
回
収
で
は
、
藩
札
の
真
肢
の
吟
味
が
欠
か
せ
な
い
が
、

四
月
五
日
に
は
県
宮
が
藩
札
鵠
べ
を
行
う
の
は
よ
く
な
い
と
し
て
、
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(
部
}

「
向
後
県
宮
治
テ
藩
札
引
換
及
下
諦
等
ハ
総
テ
其
管
下
ノ
者
へ
申
付
候
様
可
致
」
と
県
官
以
下
の
者
が
扱
う
よ
う
に
と
達
し
た
。
藩
札

回
収
で
恋
意
性
を
少
な
く
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
現
わ
れ
て
い
た
。

藩
札
発
行
の
準
備
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
納
を
一
八
七

O
年
十
二
月
に
公
布
し
た
が
、
こ
の
上
納
は
円
滑
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
よ

う
で
「
子
今
残
金
不
納
亦
ハ
尋
問
数
度
ニ
及
ヒ
鏡
得
共
其
諦
判
然
不
申
」
と
あ
る
。
落
札
は
新
貨
と
引
き
換
え
ら
れ
、
間
収
さ
れ
た
藩

札
は
焼
き
捨
て
る
段
階
に
な
っ
た
が
、
準
備
金
の
匝
叙
は
ま
だ
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
そ
こ
で
の
「
別
紙
雛
形
相
違
怯
間
是
迄
仕
詩
書

(
印
}

差
出
済
之
分
ト
モ
吏
一
一
雛
形
一
一
照
合
増
減
其
外
巨
細
取
調
」
て
至
急
提
出
す
る
よ
う
に
と
達
し
て
い
る
。

一
八
七
一
一
一
年
は
藩
札
と
新
貨
と
の
交
換
手
鎖
警
が
布
達
さ
れ
、
交
換
基
金
も
下
付
さ
れ
て
、
藩
札
陸
収
の
体
制
は
一
段
と
進
ん
だ
。

た
だ
こ
の
折
は
五
銭
米
満
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
押
印
し
て
流
通
さ
す
政
策
が
と
ら
れ
た
。
五
銭
以
上
は
新
貨
、
五
銭
未

満
は
押
印
旧
藩
札
の
流
通
と
い
う
事
態
に
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
一
八
七
四
年
に
は
整
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
間
年
四
月
二
十
日
に

は
五
銭
米
満
押
印
札
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
租
税
そ
の
他
公
納
さ
れ
た
も
の
は
「
成
丈
ケ
県
地
墨
金
之
方
へ
掠
替
再
度
遣
出
シ
候
様

堀
達
」
と
祭
地
に
留
め
て
お
き
、
再
流
通
さ
せ
る
政
策
が
と
ら
れ
て
い
た
が
、
「
右
再
発
行
之
札
ハ
無
税
引
換
之
御
所
置
有
之
筈
ニ
付
此

後
租
税
其
外
上
納
之
簾
へ
収
入
之
分
室
共
催
上
納
一
町
民

r」
と
近
く
五
円
未
満
札
も
引
き
換
え
ら
れ
る
の
で
、
上
納
す
る
よ
う
に
と
達

し
て
い
る
。
五
円
未
満
押
印
札
の
処
置
が
着
手
さ
れ
つ
〉
あ
っ
た
。
同
年
九
月
十
五
日
に
は
「
五
銭
未
満
壱
厘
以
上
ノ
分
ハ
今
般
銀
鋪

室
長
紙
幣
ヲ
以
テ
交
換
セ
シ
た
」
と
銀
費
、
新
紙
幣
と
交
換
す
る
旨
が
太
政
官
の
達
と
し
て
出
さ
れ
た
。
五
円
未
満
札
に
つ

い
て
も
交
換
さ
れ
る
段
取
と
な
っ
た
。
こ
の
太
政
官
達
に
基
づ
き
、
大
蔵
省
は
九
月
二
十
七
日
に
「
旧
藩
県
旗
下
製
造
紙
幣
之
内
五
銭

未
満
交
換
手
繍
明
書
」
を
出
し
た
。
こ
一
四
か
条
か
ら
な
る
が
、
さ
き
の
五
円
以
上
札
の
手
鏑
警
の
内
容
に
沿
っ
た
も
の
で

条
で
は
「
札
口
良
之
多
寡
及
ヒ
地
方
ノ
広
狭
人
民
之
穂
稀
ヲ
測
リ
適
宜
一
一
引
換
所
ヲ
と
押
印
札
の
数
量
や
人
々
の
居
住

状
況
な
ど
を
勘
案
し
て
引
換
所
を
設
け
、
「
県
官
出
張
正
副
戸
長
ニ
命
シ
」
と
県
官
が
正
副
戸
長
を
使
っ
て
交
換
体
制
を
と
る
こ
と
と
し

あ
る
。

て
い
る
。
一
一
一
条
で
は

の
者
を
引
換
事
業
の
請
負
者
と
す
る
よ
う
に
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指
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、

「
交
換
金
並
引
換
タ
ル
藩
札
等
請
負
人
へ
相
預
ケ
候
ニ
付
テ
ハ
」
と
交
換
金
や
藩
札
を
預
り
入

102 

れ
と
い
う
こ
と
で
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
場
合
に
は

!¥ 
七

一
月
二
十
七
日
に
達
せ
ら
れ
た
太
政
官
達
の
「
金
穀
出

納
願
序
」
に
基
づ
い
て
、
積
り
金
に
対
す
る
担
保
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
「
金
穀
出
納
順
序
」
に
よ
っ
て
小
野
組
が

破
産
し
た
よ
う
に
、

に
な
っ
て
い
た
。
引
き
換
え
た
藩
札
の
処
寵
に
関
し
て
は
、
ム
ハ
条
で
「
向
調

裁
断
糊
封
」
す
る
と
し
て
い
る
だ
け
で
、
処
分
方
法
に
つ
い
て
は
「
追
テ
相
違
」
と
、
こ
の
段
階
で
は
未
定
で
あ
っ
た
。
租
税
な
ど
上

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

納
金
と
し
て
納
め
ら
れ
た
押
印
札
に
つ
い
て
は
七
条
で
「
公
約
一
一
請
取
ラ
サ
ル
ヲ
得
ス
」
と
し
て
受
領
す
る
と
し

ノ
類
ハ
於
県

地
交
換
ニ
附
シ
新
貨
ヲ
以
納
方
可
取
計
」
と
県
地
に
お
い
て
新
貨
と
交
換
す
る
と
し
て
い
る
。
交
換
を
行
う
日
取
に
関
し
て
は
、
十
条

で
「
交
換
施
行
ノ
期
限
ハ
追
テ
発
令
ス
ヘ
シ
」
と
ま
だ
明
確
に
し
て
い
な
い
。
交
換
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

そ
の
進
行
状

況
や
引
換
期
間
及
び
取
扱
人
な
ど
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
る
ご

に
つ
い
て
札
種
類
、
そ
の
枚
数
、
新
貨
高
な
ど
の
記
入
が
求
め
ら
れ
た
。

藩
札
の
整
潔
は
、
基
本
的
に
は
五
銭
未
満
の
小
額
の
も
の
の
交
換
手
続
の
布
達
で
一
応
方
向
づ
け
が
な
さ
れ
た
。
新
貨
条
令
に
基
づ

い
て
発
行
さ
れ
た
政
府
貨
幣
を
流
通
さ
せ
る
こ
と
が
維
新
政
府
に
と
っ
て
は
肝
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
藩
札
に
つ
い
て
は
、

条)。

に
は
五
銭
以
下
押
印
高

!¥ 
四

七
年
段
階
で
一
応
の
回
途
が
出
た
。

藩
札
整
理
は
、
通
貨
体
制
を
統
一
化
す
る
上
で
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
が
、

」
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
廃
藩
龍
県
以
後
の
政
策

は
よ
り
具
体
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

に
よ
っ
て
、
統

政
権
と
し
て
の
基
盤
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
大
き
な
要

一
八
七
一
年
七
月
十
四
日
の
相
場
が
藩
札
と
新
貨
の
交
換
基
準
と
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
も
、
廃
器
量
燥
が
画
期
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
藩
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
こ
と
が
藩
札
整
理
を
組
進
さ
せ
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
統

的
通
貨
体
制
の
形
成
で
も
大
き
な
転
換
で
あ
っ
た
。

閣
に
な
っ
て
い
る
。

「
法
令
令
…
襟
」
明
治
元
戊
辰
年

第
一
一
一
百
十
六
。
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同
布
。

沢
田
出
章
吋
明
治
財
政
の
議
礎
的
研
究
」
一
一
一

O
i
一
一
一
一
一
災
。

「
法
令
全
謬
」
明
治
元
戊
辰
年
十
二
月
九
お
第
千
二
十
問
。

問
、
明
治
二
己
記
年
二
月
一
一
一
日
第
百
一
。

問
、
明
治
二
己
巴
年
二
月
一
一
一
日
第
百
一
一
。

肉
、
明
治
二
弓
己
年
二
月
三
日
第
百
四
十
八
。

向
、
明
治
一
一
日
己
年
四
月
八
日
第
一
一
一
百
四
十
三
。

問
、
明
治
二
己
己
年
五
月
二
十
八
段
第
四
百
八
十
一
。

問
、
明
治
一
一
己
記
年
五
月
二
十
八
尽
第
四
百
八
十
一
一
。

問
、
明
治
二
己
己
年
六
月
六
日
第
五
百
九
。

間
右
。

同
右
。

向
布
。

問
、
明
治
一
一
己
記
年
九
月
十
七
尽
第
八
百
八
十
郎
。

問
、
明
治
二
日
巴
年
十
二
月
五
日
第
千
百
十
八
。

間
布
。

潟
、
明
治
一
一
一
炭
午
正
月
十
日
第
二
十
回
。

問
、
明
治
一
一
一
庚
午
十
二
月
二
十
七
日
第
千
二
十
一
一
。

問
、
明
治
問
卒
中
木
殴
月
間
関
口
M

太
政
官
第
百
六
十
七
。

河
、
明
治
郎
卒
中
氷
五
月
太
政
宮
第
二
百
六
十
七
。

向
、
明
治
郎
年
半
米
七
月
十
五
日
大
隊
省
第
十
七
。

悶
布
。

問
、
明
治
問
辛
米
八
月
十
九
日

問
、
明
治
問
問
辛
米
九
月
十
九
日

間
、
明
治
泊
キ
来
十
一
月
八
日

太
政
官

大
蔵
省

大
蔵
省

第
四
百
十
閲
号
。

第
五
十
一
一
一
。

第
九
十
四
。
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同
布
。

悶
布
。

問
、
明
治
間
半
来
十
一
一
月
大
蔵
省
第
夜
間
十
一
ニ
。

肉
、
明
治
的
北
十
米
年
十
二
月
十
九
日
太
政
官
第
六
百
五
十
八
。

問
、
明
治
間
半
来
十
二
月
二
十
日
太
政
官
第
六
百
六
十
六
。

問
、
明
治
四
半
来
十
二
月
二
十
七
段
太
政
官
第
六
百
七
十
八
。

問
、
明
治
五
発
留
年
七
月
二
十
三
日
太
政
官
第
二
百
七
号
。

問
お
。

阿
布
。

問
、
明
治
五
発
頭
一
一
月
十
三
日
大
蔵
省
第
二
十
号
。

同
布
。

問
、
明
治
双
発
問
六
月
九
日
大
蔵
省
第
七
十
一
一
一
号
。

伺
右
。

日
間
、
明
治
五
支
出
叩
化
小
六
月
二
十
五
日
大
政
省
第
七
十
九
号
。

向
右
。

問
、
明
治
五
壬
中
年
九
月
一
一
一
日
大
蔵
省
第
百
二
十
三
号
。

問
、
明
治
ぷ
壬
中
年
一
一
月
二
十
九
日
大
絞
省
第
一
二
十
号
。

問
、
明
治
五
壬
中
年
八
月
八
日
大
蔵
省
第
百
一
号
。

問
、
明
治
五
壬
中
年
八
月
八
日
大
蔵
省
第
浅
間
号
。

問
、
明
治
五
壬
申
年
八
月
二
十
八
白
大
絞
省
第
百
十
六
号
。

問
、
明
治
五
受
取
年
九
月
三
日
大
蔵
省
第
百
二
十
五
日
ぢ
。

問
、
明
治
五
壬
取
材
斗
九
月
十
日
大
蔵
翁
無
号
。

問
、
明
治
五
壬
申
年
九
月
二
十
七
日
大
蔵
省
第
百
間
十
一
一
…
号
。

問
、
明
治
五
壬
ゆ
年
イ
一
月
十
二
日
大
蔵
省
第
百
六
十
四
号
。

問
、
明
治
六
発
酉
一
月
十
五
日
大
蔵
省
第
一
一
号
。
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(
臼
)
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(
悦
)
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お
)

(
臼
)

(
幻
)

(
部
)

(
ぬ
)(ω) 

(
M
U
)
 

(
臼
)

(
臼
)

(

内

側

)

悶
右
。

問
布
。

問
、
明
治
大
発
関
与
一
一
一
月
二
十
二
日

間
、
明
治
ム
ハ
発
問
年
一
一
一
月
三
十
一
日

間
お
。
肉ぉ。
問
、
明
治
大
発
臨
年
四
月
双
日
大
蔵
省
第
五
十
六
号
。

河
、
明
治
六
発
問
年
十
二
月
二
十
四
日
大
蔵
省
第
百
五
十
号
。

河
布
。

問
、
明
治
七
附
γ
戊
年
間
関
刀
二
十
日
大
蔵
省
第
一
一
一
十
五
号
。

同
右
。

問
、
明
治
七
mv成
年
九
月
i
i
双
臼
大
蔵
省
第
夜
二
十
二
号
。

問
、
明
治
七
叩
成
年
九
月
二
十
七
日
大
級
決
闘
第
否
号
。

大
蔵
省

大
蔵
省

第
一
二
十
六
日
り
。

第
況
十
六
号
。

臨

む
す
び
に
が
え
て

策
が
法
令
と
し

明
治
医
家
形
成
で
大
き
な
課
題
で
あ
っ

<< 
政
官
の
務
札
整
理
政
策
は
、

る
か
は
明
確
な
方
針
が
出
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
太
政
宮
札
が
基
軸
通
貨
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
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に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

政

の
展
開
を
法
令
上
か
ら
の

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
加
積
で
落
札
の
整
理
の
呉
体
的
状
況
を
検
討
す
る

た
め
の
前
提
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ム
間
利
財
政
か
ら
大
隈
財
政
へ
の
転
機
に
お
け
る
政
治
過
程
や
新
貨
条
例
決
定
の
経
緯
な
ど
検
討
す

れ
る
過
程
に
つ
い
て

ぃ
。
こ
れ
ら
の
解
明
は
後
日
の
こ
と
と
し
た
い
。

九
七

の
新
銀
条
例
が
一
つ
の
顕
期
を
な
し
て
い
た
。
そ
れ
以
前
は
藩
札
発
行
を
禁
止
す
る
が
、



政
府
の
政
治
的
基
盤
が
強
国
で
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
統
一
的
通
貨
体
制
を
整
え
る
政
治
体
制
が
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
が
藩

札
に
つ
い
て
も
明
確
な
措
置
を
と
り
え
な
か
っ
た
要
盟
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
新
賀
条
例
の
発
布
は
、
統
一
的
通
貨
体
制
の

形
成
を
方
向
づ
け
よ
う
と
し
た
こ
と
で
、
大
き
な
転
換
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
薪
貨
条
例
の
実
施
に
よ
っ
て
幕
藩
擦
の
通
貨
整

理
が
肝
要
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
大
童
に
発
行
さ
れ
て
い
た
藩
札
整
理
が
重
要
に
な
っ
て
き
た
。
通
貨
体
制
の
整
備
は
魔
藩
置
県
を
貨

幣
酉
で
準
備
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

新
貨
条
例
が
具
体
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
廃
藩
寵
県
以
後
で
あ
る
。
魔
藩
罷
県
が
ま
た
新
貨
の
流
通
を
確
実
に
さ
せ

る
体
制
づ
く
り
を
促
し
た
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
廃
藩
置
県
が
藩
札
整
理
を
商
期
づ
け
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

器
札
整
理
の
詳
細
な
政
策
は
一
八
八
一
年
を
も
っ
て
一
段
落
し
て
い
る
。
こ
れ
は
旧
幕
藩
期
の
通
貨
が
、
政
府
の
円
銭
塵
の
遥
貨
体

制
に
転
換
す
る
時
期
に
な
っ
た
こ
と
で
も
あ
る
。
明
治
園
家
の
財
政
基
盤
の
確
立
の
た
め
に
進
め
ら
れ
た
地
租
改
正
は
、
政
府
通
貨
の

丹
滑
な
流
通
が
あ
る
と
き
に
実
効
性
を
持
つ
。
貨
幣
整
理
は
地
租
改
正
を
通
貨
の
菌
で
支
え
る
役
離
を
果
た
し
た
と
み
れ
る
こ
と
か
ら
、

貨
幣
擦
埋
と
地
粗
故
正
を
、
明
治
国
家
の
財
政
的
基
盤
の
確
立
で
は
、
一
体
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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